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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、退職給付制度の一つとして、連合型の厚生年金基金に加入しております。厚生年金基金の年金資産の持分につ

いては、厚生年金基金全体に占める当社に係る「年金財政計算における数理債務の額から年金財政計算における未償

却過去勤務債務を控除した額」の比率（以下、「数理債務比」）で按分をしております。この年金資産持分を基に、退

職給付引当金を算定しております。

　これまで当社では、数理債務比について、年金資産は加入者の年金掛金を原資として構成されていることから、加入者

のみの比率を採用しておりました。しかしながら、2011年6月に就任した現会計監査人有限責任監査法人トーマツから、

会計基準は年金者（年金受給者、受給待期者）を含めた全体の数理債務比で按分することを前提としており、合理的か

つ一般的でもあり、この方法に訂正すべきとの指摘がありました。当社は現会計監査人の指摘に対する意見を前会計監

査人から徴求したうえで、連合型厚生年金基金のしくみを考慮し、年金者を含めた全体の数理債務比で按分することが

望ましいと判断しました。これを訂正するため、平成23年８月５日に提出した第104期第１四半期（自　平成23年４月１

日　至　平成23年６月30日）四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　訂正後の四半期連結財務諸表につきましては、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

　なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後の

XBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。
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２【訂正事項】
　　第一部　企業情報

　　第１　企業の概況

　　　１　主要な経営指標等の推移

　

　　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　　

　　第４　経理の状況

　　　１　四半期連結財務諸表

　　　　(1)　四半期連結貸借対照表

　　　　(2)　四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

　　　　(3)　四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　

　　　注記事項

　　　（セグメント情報等）

　　　（１株当たり情報）

　

３【訂正箇所】
　　訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第103期

第１四半期連結
累計期間

第104期
第１四半期連結
累計期間

第103期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 20,713 17,786 79,768

経常利益（百万円） 1,949 822 6,182

四半期（当期）純利益 1,112 507 3,189

四半期包括利益

又は包括利益（百万円）
952 992 2,858

純資産額（百万円） 34,526 37,698 37,054

総資産額（百万円） 68,093 68,372 67,872

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
31.69 13.83 88.81

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 47.9 51.9 51.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,695 △708 8,549

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,188 △1,196 △5,323

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
669 △40 △408

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（百万円）
10,527 10,082 11,939

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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（訂正後）

回次
第103期

第１四半期連結
累計期間

第104期
第１四半期連結
累計期間

第103期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 20,713 17,786 79,768

経常利益（百万円） 1,906 782 6,011

四半期（当期）純利益 1,086 483 3,087

四半期包括利益

又は包括利益（百万円）
927 968 2,756

純資産額（百万円） 33,693 36,764 36,145

総資産額（百万円） 68,659 69,005 68,489

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
30.96 13.18 85.97

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 46.3 50.0 49.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,695 △708 8,549

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,188 △1,196 △5,323

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
669 △40 △408

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（百万円）
10,527 10,082 11,939

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．第103期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（訂正前）

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における経営環境は、日本では、３月に発生した東日本大震災の影響を受け、自動車

業界の生産活動が制限されました。生産活動は回復基調となっておりますが、原発事故による電力不足にともな

い大幅な節電が求められ、円高基調も加わり、景気の先行きは不透明な状況となっております。震災の影響は、遅

れて海外の生産拠点へ波及しており、予断を許さない状況が続いております。このような環境のなか、当社グルー

プの主力製品である自動車・輸送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂製品は、自動車業界の生産活動の制限

を受け、前年同期と比べて生産が大幅に減少いたしました。

　その結果、当第１四半期の売上高は、177億86百万円（前年同期比14.1％減少）となりました。利益面につきまし

ては、前期から取り組んできた構造改革によるコスト削減を継続してまいりましたが、経常利益は８億22百万円

（前年同期比57.8％減少）、四半期純利益は５億７百万円（前年同期比54.4％減少）と、大幅な減益となりまし

た。

　製品別では、車輌配管製品（ブレーキ・燃料配管用等）、エンジンシステム向けのブレージング製品（燃料噴射

用、冷却水循環用、オイル冷却用等）、樹脂製品（クイックコネクター、樹脂チューブ製品等）及び車輌安全製品

（シートベルト用）のいずれの製品も、前年同期と比べて売上が減少いたしました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　３月に発生した東日本大震災の影響を受け、取引先自動車メーカー各社の生産制限により、製品受注が大幅に

減少いたしました結果、売上高は76億22百万円（前年同期比31.9％減少）、セグメント利益は１億28百万円

（前年同期比89.5％減少）と減収減益となりました。

②北南米

　米国自動車市場は堅調に推移し、売上高は52億64百万円（前年同期比2.4％増加）、セグメント利益は２億57

百万円（前年同期比47.1％減少）となりました。

③アジア

　タイ、インドをはじめとする東南アジアにおける自動車市場は引き続き堅調に推移し、売上、利益ともに増加

し、売上高は26億89百万円（前年同期比19.3％増加）、セグメント利益は４億17百万円（前年同期比29.4％増

加）となりました。

④中国

　中国自動車市場は引き続き堅調に推移いたしましたが、円高による為替等の影響を受け、売上高は13億85百万

円（前年同期比2.8％減少）、セグメント利益は50百万円（前年同期比75.5％減少）となりました。

⑤欧州

　取引先自動車メーカーからの受注が増加したことにより、売上高は８億26百万円（前年同期比17.0％増加）、

セグメント利益は12百万円（前年同期12百万円のセグメント損失）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により7億8百万円減少、投資活動により11

億96百万円減少、財務活動により40百万円減少などの結果、当第１四半期連結会計期間末には100億82百万円（前

連結会計年度末比18億57百万円減）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において営業活動に使用された資金は、税金等調整前四半期純利益が8億24百万円（前

第１四半期連結会計期間比９億52百万円減）、減価償却費が10億18万円（同24百万円減）、売上債権の増加による

資金減が１億62百万円（同３億97百万円減）、たな卸資産の増加による資金減が７億74百万円（同52百万円増）、

仕入債務の減少による資金減が11億66百万円（前年同四半期は資金の増加 ２億25百万円）、法人税等の支払によ

る資金減が７億48百万円（同２億90百万円減）あったことなどにより、７億８百万円（前年同四半期は資金の増

加 16億95百万円）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において投資活動に使用された資金は、有形固定資産の取得による支出が11億25百万

円（同１億79百万円減）あったことなどにより、11億96百万円（同８百万円増）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において財務活動に使用された資金は、短期借入の増加による収入10億94百万円（同

２億91百万円増）、長期借入金の返済による支出７億86百万円（同４億97百万円増）、配当金の支払による減少３

億48百万円（同33百万円増）などにより、40百万円（前年同四半期は資金の増加 ６億69百万円）となりました。

 　

（訂正後）

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における経営環境は、日本では、３月に発生した東日本大震災の影響を受け、自動車

業界の生産活動が制限されました。生産活動は回復基調となっておりますが、原発事故による電力不足にともな

い大幅な節電が求められ、円高基調も加わり、景気の先行きは不透明な状況となっております。震災の影響は、遅

れて海外の生産拠点へ波及しており、予断を許さない状況が続いております。このような環境のなか、当社グルー

プの主力製品である自動車・輸送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂製品は、自動車業界の生産活動の制限

を受け、前年同期と比べて生産が大幅に減少いたしました。

　その結果、当第１四半期の売上高は、177億86百万円（前年同期比14.1％減少）となりました。利益面につきまし

ては、前期から取り組んできた構造改革によるコスト削減を継続してまいりましたが、経常利益は７億82百万円

（前年同期比59.0％減少）、四半期純利益は４億83百万円（前年同期比55.5％減少）と、大幅な減益となりまし

た。

　製品別では、車輌配管製品（ブレーキ・燃料配管用等）、エンジンシステム向けのブレージング製品（燃料噴射

用、冷却水循環用、オイル冷却用等）、樹脂製品（クイックコネクター、樹脂チューブ製品等）及び車輌安全製品

（シートベルト用）のいずれの製品も、前年同期と比べて売上が減少いたしました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。
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①日本

　３月に発生した東日本大震災の影響を受け、取引先自動車メーカー各社の生産制限により、製品受注が大幅に

減少いたしました結果、売上高は76億22百万円（前年同期比31.9％減少）、セグメント利益は88百万円（前年

同期比92.5％減少）と減収減益となりました。

②北南米

　米国自動車市場は堅調に推移し、売上高は52億64百万円（前年同期比2.4％増加）、セグメント利益は２億57

百万円（前年同期比47.1％減少）となりました。

③アジア

　タイ、インドをはじめとする東南アジアにおける自動車市場は引き続き堅調に推移し、売上、利益ともに増加

し、売上高は26億89百万円（前年同期比19.3％増加）、セグメント利益は４億17百万円（前年同期比29.4％増

加）となりました。

④中国

　中国自動車市場は引き続き堅調に推移いたしましたが、円高による為替等の影響を受け、売上高は13億85百万

円（前年同期比2.8％減少）、セグメント利益は50百万円（前年同期比75.5％減少）となりました。

⑤欧州

　取引先自動車メーカーからの受注が増加したことにより、売上高は８億26百万円（前年同期比17.0％増加）、

セグメント利益は12百万円（前年同期12百万円のセグメント損失）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により7億8百万円減少、投資活動により11

億96百万円減少、財務活動により40百万円減少などの結果、当第１四半期連結会計期間末には100億82百万円（前

連結会計年度末比18億57百万円減）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において営業活動に使用された資金は、税金等調整前四半期純利益が7億84百万円（前

第１四半期連結会計期間比９億49百万円減）、減価償却費が10億18万円（同24百万円減）、売上債権の増加による

資金減が１億62百万円（同３億97百万円減）、たな卸資産の増加による資金減が７億74百万円（同52百万円増）、

仕入債務の減少による資金減が11億66百万円（前年同四半期は資金の増加 ２億25百万円）、法人税等の支払によ

る資金減が７億48百万円（同２億90百万円減）あったことなどにより、７億８百万円（前年同四半期は資金の増

加 16億95百万円）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において投資活動に使用された資金は、有形固定資産の取得による支出が11億25百万

円（同１億79百万円減）あったことなどにより、11億96百万円（同８百万円増）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間において財務活動に使用された資金は、短期借入の増加による収入10億94百万円（同

２億91百万円増）、長期借入金の返済による支出７億86百万円（同４億97百万円増）、配当金の支払による減少３

億48百万円（同33百万円増）などにより、40百万円（前年同四半期は資金の増加 ６億69百万円）となりました。
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第４【経理の状況】

２．監査証明について

（訂正前）　

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第103期連結会計年度　　至誠監査法人

　第104期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　有限責任監査法人トーマツ

　

（訂正後）　

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第103期連結会計年度　　至誠監査法人

　第104期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　有限責任監査法人トーマツ

　また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂

正後の四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、改めて四半期レ

ビュー報告書を受領しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）　

（単位：百万円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 12,070 10,213

　 　 受取手形及び売掛金 13,347 13,645

　 　 商品及び製品 2,856 3,172

　 　 仕掛品 2,259 2,451

　 　 原材料及び貯蔵品 4,367 4,778

　 　 繰延税金資産 424 601

　 　 その他 1,384 1,872

　 　 流動資産合計 36,706 36,732

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 13,016 13,203

　 　 　 機械装置及び運搬具 39,836 40,532

　 　 　 工具、器具及び備品 6,252 6,490

　 　 　 土地 3,915 3,928

　 　 　 リース資産 199 217

　 　 　 建設仮勘定 1,389 1,533

　 　 　 減価償却累計額 △41,704 △42,622

　 　 　 減損損失累計額 △287 △287

　 　 　 有形固定資産合計 22,615 22,995

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 リース資産 113 108

　 　 　 その他 371 350

　 　 　 無形固定資産合計 484 457

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 4,968 4,945

　 　 　 繰延税金資産 2,612 2,691

　 　 　 その他 487 552

　 　 　 投資その他の資産合計 8,067 8,188

　 　 固定資産合計 31,166 31,640

　 資産合計 67,872 68,372
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（単位：百万円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 12,303 11,276

　 　 短期借入金 4,072 5,243

　 　 未払金 1,679 1,432

　 　 リース債務 82 89

　 　 未払法人税等 910 600

　 　 賞与引当金 669 1,218

　 　 製品保証引当金 315 300

　 　 その他 991 1,227

　 　 流動負債合計 21,020 21,384

　 固定負債 　 　

　 　 長期借入金 1,927 1,154

　 　 リース債務 160 153

　 　 退職給付引当金 7,508 7,781

　 　 役員退職慰労引当金 202 202

　 　 固定負債合計 9,797 9,290

　 負債合計 30,818 30,674

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 3,481 3,481

　 　 資本剰余金 2,998 2,998

　 　 利益剰余金 30,401 30,559

　 　 自己株式 △276 △276

　 　 株主資本合計 36,603 36,762

　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 1,418 1,402

　 　 繰延ヘッジ損益 △15 2

　 　 為替換算調整勘定 △3,023 △2,702

　 　 その他の包括利益累計額合計 △1,619 △1,297

　 少数株主持分 2,071 2,234

　 純資産合計 37,054 37,698

負債純資産合計 67,872 68,372
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 12,070 10,213

　 　 受取手形及び売掛金 13,347 13,645

　 　 商品及び製品 2,856 3,172

　 　 仕掛品 2,259 2,451

　 　 原材料及び貯蔵品 4,367 4,778

　 　 繰延税金資産 424 601

　 　 その他 1,384 1,872

　 　 流動資産合計 36,706 36,732

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 13,016 13,203

　 　 　 機械装置及び運搬具 39,836 40,532

　 　 　 工具、器具及び備品 6,252 6,490

　 　 　 土地 3,915 3,928

　 　 　 リース資産 199 217

　 　 　 建設仮勘定 1,389 1,533

　 　 　 減価償却累計額 △41,704 △42,622

　 　 　 減損損失累計額 △287 △287

　 　 　 有形固定資産合計 22,615 22,995

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 リース資産 113 108

　 　 　 その他 371 350

　 　 　 無形固定資産合計 484 457

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 4,968 4,945

　 　 　 繰延税金資産 3,229 3,325

　 　 　 その他 487 552

　 　 　 投資その他の資産合計 8,684 8,822

　 　 固定資産合計 31,783 32,273

　 資産合計 68,489 69,005
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（単位：百万円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 12,303 11,276

　 　 短期借入金 4,072 5,243

　 　 未払金 1,679 1,432

　 　 リース債務 82 89

　 　 未払法人税等 910 600

　 　 賞与引当金 669 1,218

　 　 製品保証引当金 315 300

　 　 その他 991 1,227

　 　 流動負債合計 21,020 21,384

　 固定負債 　 　

　 　 長期借入金 1,927 1,154

　 　 リース債務 160 153

　 　 退職給付引当金 9,035 9,349

　 　 役員退職慰労引当金 202 202

　 　 固定負債合計 11,324 10,857

　 負債合計 32,345 32,241

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 3,481 3,481

　 　 資本剰余金 2,998 2,998

　 　 利益剰余金 29,491 29,626

　 　 自己株式 △276 △276

　 　 株主資本合計 35,693 35,828

　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 1,418 1,402

　 　 繰延ヘッジ損益 △15 2

　 　 為替換算調整勘定 △3,023 △2,702

　 　 その他の包括利益累計額合計 △1,619 △1,297

　 少数株主持分 2,071 2,234

　 純資産合計 36,145 36,764

負債純資産合計 68,489 69,005
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】　

（訂正前）　

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

売上高 20,713 17,786

売上原価 16,798 15,218

売上総利益 3,915 2,568

販売費及び一般管理費 　　1,745 　　1,754

営業利益 2,169 813

営業外収益 　 　

　 受取利息 8 18

　 受取配当金 20 27

　 その他 47 46

　 営業外収益合計 75 91

営業外費用 　 　

　 支払利息 66 52

　 為替差損 169 11

　 その他 62 19

　 営業外費用合計 296 82

経常利益 1,949 822

特別利益 　 　

　 固定資産売却益 83 2

　 特別利益合計 83 2

特別損失 　 　

　 前期損益修正損 1 －

　 固定資産除却損 68 －

　 投資有価証券評価損 74 －

　 減損損失 113 －

　 特別損失合計 256 －

税金等調整前四半期純利益 1,776 824

法人税、住民税及び事業税 802 407

法人税等調整額 △251 △228

法人税等合計 551 179

少数株主損益調整前四半期純利益 1,225 645

少数株主利益 114 138

四半期純利益 1,112 507
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

売上高 20,713 17,786

売上原価 16,835 15,252

売上総利益 3,878 2,534

販売費及び一般管理費 　　1,752 　　1,760

営業利益 2,126 773

営業外収益 　 　

　 受取利息 8 18

　 受取配当金 20 27

　 その他 47 46

　 営業外収益合計 75 91

営業外費用 　 　

　 支払利息 66 52

　 為替差損 169 11

　 その他 62 19

　 営業外費用合計 296 82

経常利益 1,906 782

特別利益 　 　

　 固定資産売却益 83 2

　 特別利益合計 83 2

特別損失 　 　

　 前期損益修正損 1 －

　 固定資産除却損 68 －

　 投資有価証券評価損 74 －

　 減損損失 113 －

　 特別損失合計 256 －

税金等調整前四半期純利益 1,733 784

法人税、住民税及び事業税 802 407

法人税等調整額 △268 △245

法人税等合計 533 162

少数株主損益調整前四半期純利益 1,200 622

少数株主利益 114 138

四半期純利益 1,086 483
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】　

（訂正前）　

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

少数株主損益調整前四半期純利益 1,225 645

その他の包括利益 　 　

　 その他有価証券評価差額金 △420 △16

　 繰延ヘッジ損益 35 17

　 為替換算調整勘定 111 345

　 その他の包括利益合計 △273 347

四半期包括利益 952 992

（内訳） 　 　

　 親会社株主に係る四半期包括利益 836 829

　 少数株主に係る四半期包括利益 117 163

　　

（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

少数株主損益調整前四半期純利益 1,200 622

その他の包括利益 　 　

　 その他有価証券評価差額金 △420 △16

　 繰延ヘッジ損益 35 17

　 為替換算調整勘定 111 345

　 その他の包括利益合計 △273 347

四半期包括利益 927 968

（内訳） 　 　

　 親会社株主に係る四半期包括利益 810 805

　 少数株主に係る四半期包括利益 117 163
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）　

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前四半期純利益 1,776 824

　 減価償却費 1,042 1,018

　 減損損失 113 －

　 のれん償却額 10 －

　 有形固定資産除却損 68 －

　 投資有価証券評価損益（△は益） 74 －

　 受取利息及び受取配当金 △28 △45

　 支払利息 66 52

　 有形固定資産売却損益（△は益） △83 △2

　 売上債権の増減額（△は増加） △558 △162

　 たな卸資産の増減額（△は増加） △722 △774

　 仕入債務の増減額（△は減少） 225 △1,166

　 その他 786 317

　 小計 2,768 62

　 利息及び配当金の受取額 28 47

　 利息の支払額 △64 △68

　 法人税等の支払額 △1,038 △748

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,695 △708

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △1,304 △1,125

　 有形固定資産の売却による収入 96 2

　 投資有価証券の取得による支出 △3 △3

　 その他 23 △70

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,188 △1,196

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入れによる収入 2,757 2,615

　 短期借入金の返済による支出 △1,954 △1,521

　 長期借入れによる収入 471 －

　 長期借入金の返済による支出 △289 △786

　 自己株式の取得による支出 △0 △0

　 配当金の支払額 △316 △348

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 669 △40

現金及び現金同等物に係る換算差額 38 87

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,214 △1,857

現金及び現金同等物の期首残高 9,313 11,939

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,527 10,082
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前四半期純利益 1,733 784

　 減価償却費 1,042 1,018

　 減損損失 113 －

　 のれん償却額 10 －

　 有形固定資産除却損 68 －

　 投資有価証券評価損益（△は益） 74 －

　 受取利息及び受取配当金 △28 △45

　 支払利息 66 52

　 有形固定資産売却損益（△は益） △83 △2

　 売上債権の増減額（△は増加） △558 △162

　 たな卸資産の増減額（△は増加） △722 △774

　 仕入債務の増減額（△は減少） 225 △1,166

　 その他 830 357

　 小計 2,768 62

　 利息及び配当金の受取額 28 47

　 利息の支払額 △64 △68

　 法人税等の支払額 △1,038 △748

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,695 △708

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △1,304 △1,125

　 有形固定資産の売却による収入 96 2

　 投資有価証券の取得による支出 △3 △3

　 その他 23 △70

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,188 △1,196

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入れによる収入 2,757 2,615

　 短期借入金の返済による支出 △1,954 △1,521

　 長期借入れによる収入 471 －

　 長期借入金の返済による支出 △289 △786

　 自己株式の取得による支出 △0 △0

　 配当金の支払額 △316 △348

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 669 △40

現金及び現金同等物に係る換算差額 38 87

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,214 △1,857

現金及び現金同等物の期首残高 9,313 11,939

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,527 10,082
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【注記事項】

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

（訂正前）　

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期連　
結損益計　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

算書計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
11,1885,140 706 1,425 2,25420,713 － 20,713

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

3,122 33 － 65 － 3,220△3,220 －

計 14,3105,173 706 1,490 2,25423,933△3,220 20,713

　セグメント利益

　又は損失（△）
1,222 486 △12 204 322 2,223 △54 2,169

（注） １. セグメント利益の調整額には、のれんの償却額△10百万円及びたな卸資産の調整額△47百万円が含

　　　　　 まれております。

　　　 ２. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期連結
　

損益計算書
　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
7,622 5,264 826 1,385 2,68917,786 － 17,786

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

2,986 27 － 130 － 3,143△3,143 －

計 10,6085,291 826 1,515 2,68920,930△3,14317,786

　セグメント利益 128 257 12 50 417 863 △50 813

（注） １. セグメント利益の調整額には、たな卸資産の調整額△55百万円が含まれております。

　　　 ２. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（訂正後）　

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期連　
結損益計　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

算書計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
11,1885,140 706 1,425 2,25420,713 － 20,713

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

3,122 33 － 65 － 3,220△3,220 －

計 14,3105,173 706 1,490 2,25423,933△3,220 20,713

　セグメント利益

　又は損失（△）
1,179 486 △12 204 322 2,180 △54 2,126

（注） １. セグメント利益の調整額には、のれんの償却額△10百万円及びたな卸資産の調整額△47百万円が含

　　　　　 まれております。

　　　 ２. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期連結
　

損益計算書
　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
7,622 5,264 826 1,385 2,68917,786 － 17,786

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

2,986 27 － 130 － 3,143△3,143 －

計 10,6085,291 826 1,515 2,68920,930△3,14317,786

　セグメント利益 88 257 12 50 417 823 △50 773

（注） １. セグメント利益の調整額には、たな卸資産の調整額△55百万円が含まれております。

　　　 ２. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

（訂正前）　

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 31円69銭 13円83銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,112 507

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,112 507

普通株式の期中平均株式数（千株） 35,081 36,681

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　

（訂正後）　

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 30円96銭 13円18銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,086 483

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,086 483

普通株式の期中平均株式数（千株） 35,081 36,681

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成24年11月12日

三櫻工業株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 芝田　雅也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 沼田　敦士　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三櫻工業株式会社
の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成
23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・
フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三櫻工業株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状
態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
その他の事項
　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、当
監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成23年８月５日にレビュー報告書を提出している。また、会社の平
成23年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結累計期間に係る訂正前の四半期連結財務諸表並びに
前連結会計年度の訂正前の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。
前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成22年８月６日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該連結
財務諸表に対して平成23年６月24日付けで無限定適正意見を表明している。
　
利害関係　
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）　１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四
　　 半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２.　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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